
５

第
二
項
の
一
定
の
期
間
は
、
定
期
事
業
者
検
査
を
開
始
す
る
日
の
三
月
前
ま
で
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
の
一
定
の
期
間
を
短
縮
す
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

定
期
事
業
者
検
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
検
査
の
時
期
、
対
象
、
方
法
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
定
め
た
検
査
実
施
要
領
書
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
一
定
の
期
間
は
、
十
二
月
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
事
業
者
検
査
の
記
録
）

（
溶
接
検
査
を
要
し
な
い
場
合
）

第
三
条
の
十

定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

検
査
年
月
日

二

検
査
の
対
象

第
三
条
の
十

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
漏
止
め

溶
接
の
み
を
し
た
第
三
条
の
七
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
規
定
す
る
容
器
又
は
管
（
耐
圧
部
分
に
つ

い
て
そ
の
溶
接
の
み
を
新
た
に
す
る
も
の
を
含
む
。）を
使
用
す
る
場
合
と
す
る
。

三

検
査
の
方
法

五

検
査
を
行
つ
た
者
の
氏
名

六

検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

七

検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

八

検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

九

検
査
に
お
い
て
役
務
を
供
給
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

２

定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
そ
の
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
後
五
年
が
経
過
す

る
ま
で
の
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

四

検
査
の
結
果

（
廃
止
措
置
中
に
お
い
て
定
期
事
業
者
検
査
を
要
す
る
場
合
）

（
溶
接
の
方
法
の
認
可
）

第
三
条
の
十
一

法
第
二
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
廃
止
措
置

対
象
施
設
に
第
十
六
条
の
五
の
二
第
十
一
号
の
性
能
維
持
施
設
が
存
在
す
る
場
合
と
す
る
。

第
三
条
の
十
一

法
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
溶
接
施
行
工
場
ご
と
に
（
船

舶
に
設
置
す
る
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
に
係
る
溶
接
の
方
法
に
あ
つ
て
は
、
溶
接
施
行
工
場
ご
と
に
、
か

つ
、
船
舶
ご
と
に
）、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

溶
接
施
行
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

三

試
験
研
究
用
等
原
子
炉
施
設
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
船
舶
の
名
称

四

溶
接
設
備
の
種
類
及
び
容
量

五

溶
接
施
行
方
法
の
種
類

六

溶
接
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
そ
の
者
が
行
う
溶
接
施
行
方
法
の
範
囲

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
設
備

二

溶
接
施
行
方
法

三

溶
接
を
行
う
者
の
知
識
及
び
技
能

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
一
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
溶
接
の
方
法
が
次
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認

め
る
と
き
は
、
同
項
の
認
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
設
備
の
種
類
及
び
容
量
が
申
請
に
係
る
溶
接
施
行
方
法
に
よ
る
溶
接
を
行
う
の
に
適
切
で
あ
る
こ

と
。
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